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チーム一中

１ 令和５年度を始まりました。 本校は、生徒、保護者、教師が「この学校
令和５年度が始まり一か月が経過しました。 で良かった」と思える学校をめざしています。

この間には入学式もあり、１２９名の新入生が 目標の達成には、保護者、地域の方々のお力
新たに一宮中学校の生徒となりました。生徒数 が必要となります。皆様にはご理解とご協力
は３３９名となり、郡部では一番生徒数の多い をお願いします。
中学校となりました。子供たちが増えた分だけ、
夢の数も増えました。生徒一人一人の夢が叶う ３ 入学式を終えて
よう学校は支援してまいりますので、保護者の
皆様にもご協力をお願いいたします。

２ 本校のめざす「学校像」「生徒像」「教師像」
【めざす学校像】
① 皆が夢を語り、実現に向けて常に前進しよ
うとする学校
共感的人間関係を構築し、皆で協力して目標

を一つずつ達成していけるようにします。

② 安心して学べる安全できれいな学校
物的にも人的にも落ち着いた環境の中で生徒

たちが精一杯活動に取り組むことができ るよう 入学式では、新入生全員が担任からの呼名
にします。 に立派な返事をすることができました。その

③ 地域や家庭とともにある学校 返事には、「中学校に入って頑張るぞ！」とい
学習や町の行事に積極的に参加することによ う決意と中学校生活に対する大きな期待を感

り、郷土一宮を誇りに思う心と町の発展に寄与 じることができました。ただ、大きな期待と
しようとする心を育てます。 同じくらいの不安もあることは誰しもが理解

【めざす生徒像】 しています。学校は、「期待の登校」、「満足の
上記学校だよりタイトルやまゆりの欄に明記し 下校」となるよう努めていかなければならな

てあるものとともに、知・徳・体の観点から、次の いといわれています。新入生には、３年後の
３つをあげます。 卒業式に新たな希望を胸に感謝とやりきった
① 夢や目標の実現に向けて、必要な知識や技 満足感をもって大きな返事で卒業できるよう
能を積極的に身に付け、主体的に課題解決に 中学校生活を充実したものにしてほしいと思
取り組む生徒 います。私どもも精一杯支援してまいります。

② 自他の違いを正しく理解し、お互いを尊重 さて、入学式の式辞の中で私は、「本校の自
しながら社会の発展に貢献しようとする生徒 慢は、生徒たちが中心となって進める活動で

③ 自らの健康や安全の課題に向き合い、適切 あること、また、新入生にもこうした活動に
に対応しようとする生徒 一生懸命取り組むことで、一つのことをやり

【めざす教師像】 遂げた成就感や達成感を味わってほしい」と
① 教育に対する熱意と使命感、幅広い教養と 言いました。２、３年生もこの思いは同じこ
学習指導の専門性を身につけた教師 とと思います。新入生には先輩たちとともに

② 生徒の良さや可能性を引き伸ばすことがで 新たな一宮中学校の歴史を築いていってほし
きる教師 いと思います。

③ 地域とともに地域の発展に貢献しようとす 「本気の分だけ、感動が大きくなる」
る教師 入学式「新入生代表歓迎のことば」

④ 組織人として責任感、協調性を有し、互い 生徒会長 大島悠人さんのことばより
に高め合う教師



 


